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Painted History

生
成
と
消
尽
の
と
き
の
結
び
目
に

画
家
た
ち
の
美
術
史

22

1985年11月、ドイツ・デュッセルドルフ美術アカデミーの工房にて。東
京藝大の壁画研究室で助手を務めた後、DAAD（ドイツ学術交流会）の
奨学生として留学。樹脂に油彩の点描を封じ込めて、ステンドグラス
風の作品（次ページ上）を制作した

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
ケ
ン
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

青
山
霊
園
近
く
の
通
り
を
は
い
っ
た

住
宅
地
の
一
画
、
坂
道
の
際
の
傾
斜
地

に
そ
っ
て
建
つ
白
い
函は
こ

型
の
ビ
ル
の
内
部

で
、
灯
火
は
燃
え
て
い
た
。
大
き
な
ウ
ィ

ン
ド
ウ
を
側
壁
で
囲
っ
た
空
間
の
床
に

は
、
ガ
ラ
ス
が
敷
か
れ
、
そ
の
鏡
の
間
の

宙
に
、
中
心
で
交
差
し
た
３
つ
の
輪
が
浮

い
て
い
る
。
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
ら
れ
た
金
属

製
の
輪
の
上
に
燭
台
の
よ
う
に
並
ぶ
ろ

う
そ
く
に
焔
ほ
の
お
が
灯
さ
れ
て
い
る
。
夏
の
終

わ
り
の
昏
れ
方
の
縁
で
、
火
が
音
も
な

く
輪
を
消
尽
さ
せ
て
い
く
…
…
。

幾
何
学
形
に
並
ん
だ
ろ
う
そ
く
を
燃

焼
さ
せ
る
作
品
を
展
開
す
る
渡
辺
好
明

は
、
本
来
は
、
東
京
藝
大
で
壁
画
を
学

び
、
学
生
時
代
に
は
フ
レ
ス
コ
技
法
に
基

づ
く
作
品
を
制
作
し
て
、
壁
画
研
究
室

の
後
継
者
の
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
た
。

「
学
生
の
こ
ろ
は
、
自
己
表
現
と
普
遍

性
と
の
あ
い
だ
で
、
ど
の
よ
う
に
表
現
を

成
立
さ
せ
て
い
く
か
、
考
え
模
索
し
て
い

ま
し
た
。
１
年
の
と
き
に
受
講
し
た
三

木
成
夫
先
生
の
生
物
学
の
講
義
に
影
響

を
受
け
て
、
り
ん
ご
の
種
子
の
発
芽
か
ら

成
長
す
る
過
程
を
毎
日
１
枚
ず
つ
、
１

1980

自現（部分） 1980  
パネルにフレスコ（漆喰、顔料） 180×1600cm（10枚組）

「一定の行為の集積が、
空間へも拡がっていく
フレスコの習得によって、
技法的にも制作に必然性を
持ち込みたかったのです」

渡
辺
好
明
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「ろうそくの焔
ほのお

は、時間とその流れのなかでの

人間の存在と営みを観想させます。

人間の思考の原型への問いかけが、

うながせればと」

1986

2002

「部分と全体とが有機的に関連しながら、自己増殖していくフラクタル構造を

見せています。ドイツでは、環境や場所に関わる作品を多く制作しました」

時の刻印 1986 アクリル・ガラスにポリエステル樹脂、油彩 350×500cm
デュッセルドルフ美術アカデミーでの展示風景

事
情
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予
備
校
の
こ

ろ
か
ら
愛
読
し
て
い
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や

そ
の
後
読
み
は
じ
め
た
ニ
ー
チ
ェ
、ハ
イ
デ

ガ
ー
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
系
の
思
想
に
惹
か

れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

《
時
の
刻
印
》（
１
９
８
６
）
は
、
ア
ク
リ

ル
・
ガ
ラ
ス
の
上
に
透
明
樹
脂
を
流
し
て
、

そ
の
内
部
に
油
彩
の
点
描
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

を
封
じ
込
め
た
作
品
。
学
内
展
で
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
内
の
窓

に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
設
置
し

た
。「
部
分
と
全
体
と
が
有
機
的
に
関
連

し
な
が
ら
自
己
増
殖
し
て
い
く
フ
ラ
ク
タ

ル
構
造
を
見
せ
て
い
ま
す
」。

「
こ
の
作
品
も
そ
う
で
す
が
、
ド
イ
ツ
で

は
、
環
境
や
場
所
、
建
築
と
関
わ
る
作
品

を
多
く
つ
く
り
ま
し
た
。
公
園
の
斜
面

を
掘
り
起
こ
し
て
、
地
層
を
露
出
さ
せ
、

そ
の
土
で
築
い
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
崩
壊
過

程
を
見
せ
る
作
品
や
砂
岩
ブ
ロ
ッ
ク
に
顔

料
入
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
詰
め
て
積
層

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も
制
作
し
ま
し

た
」。89

年
に
帰
国
し
て
、
母
校
に
も
ど
っ

た
。

上下――光ではかられた時ーオーナメント― 2002 
ろうそく、ガラス　旧川崎銀行千葉支店　
「THE ESSENTIAL」展（千葉市美術館）での展示より

壁
画
研
究
室
の
助
手
を
務
め
た
後
、

85
年
か
ら
、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会（
Ｄ
Ａ

Ａ
Ｄ
）の
奨
学
生
と
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
留
学
。
ク
リ
ス
チ

ァ
ン
・
メ
ゲ
ル
ト
の「
造
形
美
術
と
建
築
の

統
合
」
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
た
。
メ
ゲ
ル
ト

は
、
50
年
代
か
ら
60
年
代
に
活
躍
し
た

グ
ル
ー
プ
・
ゼ
ロ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、

光
と
鏡
を
使
っ
た
環
境
的
な
作
品
で
知

ら
れ
る
。「
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
の
は
、
奨

学
金
が
他
に
く
ら
べ
て
よ
か
っ
た
と
い
う

年
近
く
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
し
ま
し
た
」。

１
９
７
０
年
代
の
半
ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ポ
ロ
ッ
ク
の
絵
画
と
行
為
へ
の
関
心
は
、

李
禹
煥
の『
出
会
い
を
求
め
て
』
と
そ
の

点
、
線
に
よ
る
作
品
や
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
、
シ

ュ
ポ
ー
ル
／
シ
ュ
ル
フ
ァ
ス
な
ど
に
も
拡
が

っ
て
い
っ
た
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
後
の

表
現
に
は
、
行
き
づ
ま
り
も
感
じ
て
い

た
。

「
大
学
院
で
壁
画
研
究
室
に
進
ん
だ
の

は
、
現
代
美
術
の
主
流
か
ら
は
距
離
を

置
き
た
か
っ
た
の
と
、
作
品
の
自
立
性
と

い
っ
た
原
理
に
自
閉
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

あ
り
方
に
対
し
て
、
閉
じ
た
平
面
で
は

な
く
、
一
定
の
行
為
の
集
積
が
建
築
空

間
へ
も
拡
が
っ
て
い
く
フ
レ
ス
コ
の
習
得

に
よ
っ
て
、
技
法
的
に
も
、
制
作
に
必
然

性
を
持
ち
込
み
た
か
っ
た
の
で
す
」。

《
自
現
》（
１
９
８
０
）
は
、
フ
レ
ス
コ
の

１
日
の
塗
り
分

ジ

ョ

ル

ナ

ー

タ

を
単
位
に
１
パ
ネ
ル
を
６

日
分
に
分
割
し
て
、ハ
ッ
チ
ン
グ（
線
描
）の

筆
跡
を
連
鎖
さ
せ
た
初
期
作
。
銀
座
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
初
個
展
で
、
10
枚
の
パ

ネ
ル
を
つ
な
い
で
空
間
を
囲
む
壁
画
の
よ

う
に
展
示
し
た
。

光ではかられた時ー階梯ー 1991  パラフィンワックス、灯芯
「白州・夏・フェスティバル’91」山梨県白州町　撮影＝黒川未来夫
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「ろうそくの焔
ほのお

は、時間とその流れのなかでの

人間の存在と営みを観想させます。

人間の思考の原型への問いかけが、

うながせればと」

1986

2002

「部分と全体とが有機的に関連しながら、自己増殖していくフラクタル構造を

見せています。ドイツでは、環境や場所に関わる作品を多く制作しました」

時の刻印 1986 アクリル・ガラスにポリエステル樹脂、油彩 350×500cm
デュッセルドルフ美術アカデミーでの展示風景

事
情
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予
備
校
の
こ

ろ
か
ら
愛
読
し
て
い
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や

そ
の
後
読
み
は
じ
め
た
ニ
ー
チ
ェ
、ハ
イ
デ

ガ
ー
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
系
の
思
想
に
惹
か

れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

《
時
の
刻
印
》（
１
９
８
６
）
は
、
ア
ク
リ

ル
・
ガ
ラ
ス
の
上
に
透
明
樹
脂
を
流
し
て
、

そ
の
内
部
に
油
彩
の
点
描
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

を
封
じ
込
め
た
作
品
。
学
内
展
で
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
内
の
窓

に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
設
置
し

た
。「
部
分
と
全
体
と
が
有
機
的
に
関
連

し
な
が
ら
自
己
増
殖
し
て
い
く
フ
ラ
ク
タ

ル
構
造
を
見
せ
て
い
ま
す
」。

「
こ
の
作
品
も
そ
う
で
す
が
、
ド
イ
ツ
で

は
、
環
境
や
場
所
、
建
築
と
関
わ
る
作
品

を
多
く
つ
く
り
ま
し
た
。
公
園
の
斜
面

を
掘
り
起
こ
し
て
、
地
層
を
露
出
さ
せ
、

そ
の
土
で
築
い
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
崩
壊
過

程
を
見
せ
る
作
品
や
砂
岩
ブ
ロ
ッ
ク
に
顔

料
入
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
詰
め
て
積
層

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も
制
作
し
ま
し

た
」。89

年
に
帰
国
し
て
、
母
校
に
も
ど
っ

た
。

上下――光ではかられた時ーオーナメント― 2002 
ろうそく、ガラス　旧川崎銀行千葉支店　
「THE ESSENTIAL」展（千葉市美術館）での展示より

壁
画
研
究
室
の
助
手
を
務
め
た
後
、

85
年
か
ら
、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会（
Ｄ
Ａ

Ａ
Ｄ
）の
奨
学
生
と
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
留
学
。
ク
リ
ス
チ

ァ
ン
・
メ
ゲ
ル
ト
の「
造
形
美
術
と
建
築
の

統
合
」
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
た
。
メ
ゲ
ル
ト

は
、
50
年
代
か
ら
60
年
代
に
活
躍
し
た

グ
ル
ー
プ
・
ゼ
ロ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、

光
と
鏡
を
使
っ
た
環
境
的
な
作
品
で
知

ら
れ
る
。「
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
の
は
、
奨

学
金
が
他
に
く
ら
べ
て
よ
か
っ
た
と
い
う

年
近
く
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
し
ま
し
た
」。

１
９
７
０
年
代
の
半
ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ポ
ロ
ッ
ク
の
絵
画
と
行
為
へ
の
関
心
は
、

李
禹
煥
の『
出
会
い
を
求
め
て
』
と
そ
の

点
、
線
に
よ
る
作
品
や
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
、
シ

ュ
ポ
ー
ル
／
シ
ュ
ル
フ
ァ
ス
な
ど
に
も
拡
が

っ
て
い
っ
た
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
後
の

表
現
に
は
、
行
き
づ
ま
り
も
感
じ
て
い

た
。

「
大
学
院
で
壁
画
研
究
室
に
進
ん
だ
の

は
、
現
代
美
術
の
主
流
か
ら
は
距
離
を

置
き
た
か
っ
た
の
と
、
作
品
の
自
立
性
と

い
っ
た
原
理
に
自
閉
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

あ
り
方
に
対
し
て
、
閉
じ
た
平
面
で
は

な
く
、
一
定
の
行
為
の
集
積
が
建
築
空

間
へ
も
拡
が
っ
て
い
く
フ
レ
ス
コ
の
習
得

に
よ
っ
て
、
技
法
的
に
も
、
制
作
に
必
然

性
を
持
ち
込
み
た
か
っ
た
の
で
す
」。

《
自
現
》（
１
９
８
０
）
は
、
フ
レ
ス
コ
の

１
日
の
塗
り
分

ジ

ョ

ル

ナ

ー

タ

を
単
位
に
１
パ
ネ
ル
を
６

日
分
に
分
割
し
て
、ハ
ッ
チ
ン
グ（
線
描
）の

筆
跡
を
連
鎖
さ
せ
た
初
期
作
。
銀
座
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
初
個
展
で
、
10
枚
の
パ

ネ
ル
を
つ
な
い
で
空
間
を
囲
む
壁
画
の
よ

う
に
展
示
し
た
。

光ではかられた時ー階梯ー 1991  パラフィンワックス、灯芯
「白州・夏・フェスティバル’91」山梨県白州町　撮影＝黒川未来夫
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わたなべ・よしあき 1955年兵庫県生まれ。80
年東京藝術大学美術学部油画専攻卒業。82
年同大大学院壁画研究室修了。DAAD（ドイツ
学術交流会）奨学生としてデュッセルドルフ美術
アカデミーに留学。89年修了、帰国。東京藝術
大学壁画研究室講師を経て、現在同大先端芸
術表現科助教授。
おもな個展に80年Ｇアートギャラリー（東京）、
84年ときわ画廊（東京）、92年横浜ベリーニの
丘ギャラリー（神奈川）、92,96年ギャラリー美遊
（東京）、94年クルト・ギャラリー（ウィーン、オー
ストリア）、97年ガレリ・ソル（東京）、99年齋藤
記念川口現代美術館（埼玉）、2000年巷房（東
京）、02年スピカ・ミュージアム（東京）など。
おもなグループ展は、87年「ドイツ庭園博覧会」
（デュッセルドルフ、ドイツ）、91年「白州・夏・フ
ェスティバル’91」（山梨）、95年「桐生再演」（栃
木）、96年「Implicate Order」（ギャラリー美遊、
東京）、「美の内と外」（板橋区立美術館、東京）、
97年「光をつかむ」（O美術館、東京）、99年
「JAPANDORF」（クンストミュージアム、トゥン、
スイス）、2002年「THE ESSENTIAL」（千葉市
美術館）、03年「SYNAPHAIー連系」（MUSÉE
F＋表参道画廊）など。

《
光
で
は
か
ら
れ
た
時
―
階
梯
―
》（
１

９
９
１
）
は
、
灯
芯
を
入
れ
て
成
形
し
た

パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
段
丘

状
の
地
形
の
内
部
か
ら
階
段
型
に
積
み

上
げ
て
、
燃
焼
さ
せ
た
作
品
。
山
梨
県
白

州
町
の
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表

し
た
。

「
パ
ラ
フ
ィ
ン
で
成
形
し
た
作
品
は
、
ド

イ
ツ
で
も
つ
く
り
ま
し
た
が
、
ろ
う
そ
く

を
燃
や
す
作
品
は
帰
国
し
て
か
ら
で
す
。

教
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
限
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
生
活
で
身
近
に
あ
っ
た
そ
の
焔
と
灯

り
は
、
時
間
や
そ
の
流
れ
の
な
か
で
の
人

間
の
営
み
を
観
想
さ
せ
ま
し
た
」。

《
光
で
は
か
ら
れ
た
時
―
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

―
》（
２
０
０
２
）は
、
千
葉
市
美
術
館
に

隣
接
す
る
旧
銀
行
の
洋
風
建
築
を
保
存

し
た
ホ
ー
ル
内
で
発
表
さ
れ
た
。
列
柱

に
囲
ま
れ
た
床
面
２
か
所
の
モ
ザ
イ
ク
の

縁
飾
り
紋
様

オ

ー

ナ

メ

ン

ト

に
合
わ
せ
て
、
ガ
ラ
ス
板
上

に
ろ
う
そ
く
を
配
置
。
同
美
術
館
で
の

「T
H

E
E
SSE

N
T
IA

L

」
展（
企
画
・
半
田
滋

男
）の
会
期
中
、
２
か
月
に
わ
た
っ
て
連
日

定
刻
に
燃
や
さ
れ
た
。

青
山
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
新
作
《
光
で

南青山・SPICA artでの個展「光ではかられた時｜ボロメオの結
び目｜」（2004年9月4日～18日）の会場にて。「ボロメオの輪」
の形に並べて吊ったろうそくに、毎夕一定時間、点火して、会
期中に燃焼させる。三つの輪が交差したこの形の名前は、イタ
リア・ルネサンスのボロメオ家の紋章に由来する［＊］

は
か
ら
れ
た
時
―
ボ
ロ
メ
オ
の
結
び
目

―
》（
２
０
０
４
）は
、
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列

に
よ
る
対
数
ら
せ
ん
や
薔
薇
形
、
プ
ラ
ト

ン
立
体
や
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
な
ど
、
基

本
的
な
幾
何
形
体
や
数
列
に
よ
る
シ
リ

ー
ズ
の
一
作
。
床
や
壁
面
に
展
開
さ
れ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
作
品
か
ら
、
位
相
幾

何
形
に
ふ
さ
わ
し
い
宙
づ
り
が
試
み
ら

れ
た
。
ボ
ロ
メ
オ
の
輪
と
ガ
ラ
ス
の
鏡
面

の
投
影
は
、
ラ
カ
ン
が
セ
ミ
ネ
ー
ル
で
用

い
た〈
三
界
〉を
連
想
さ
せ
る
。

「
幾
何
形
体
は
、
そ
れ
自
体
に
は
大
き

さ
や
時
間
の
な
い
か
た
ち
で
す
が
、
人
間

が
そ
れ
に
意
味
を
与
え
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
燃
焼
を
と
お
し
て
、
イ
デ
ア

の
世
界
に
完
結
し
え
な
い
宇
宙
の
在
り

方
が
顕
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
」。

カ
オ
ス
に
秩
序
を
与
え
る
形
体
や
生

成
の
法
則
に
対
し
て
、
燃
焼
と
い
う
消
尽

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
企
て
る
渡
辺
好
明
の

焔
に
は
、
輪
転
す
る
宇
宙
の
瞬
間
に
行

為
す
る
人
間
の
影
が
寄
り
添
っ
て
い
る
。

９
月
10
日
、
東
京
・
南
青
山
の
ス
ピ
カ
・
ア
ー
ト
個

展
会
場
に
て
取
材◎

た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈
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